すべてには時がある
パート1
伝道者の書 3:1-11
ソロモンは、さまざまなライフスタイルや人生についての考え方を試すことによって、意味を求めた自分の探求を記録しています。これまでのところ、彼は次の観点から人生を調べ、論じてきました。
1. 官能的な快楽の追求：楽しいが、益にはならない。
1. 賢く、または愚かに生きること：どちらも死に至るので、他方より良いわけではない。
1. この地上での活動（仕事）を通して意味を追求すること。いくつかの洞察をもたらす実験：a) 内なる喜びと満足は神からの賜物であり、仕事で成功するだけでは生み出せない。b) 私たちが神との正しい関係にあるとき、自分自身の仕事からだけでなく、他のすべての人の仕事からも益を得る。これは、他人の仕事をねたんだり、そこから利己的に利益を得ようとしたりする代わりに、その仕事を評価する努力をするときに可能である。
ソロモンはここで、人の人生と働きが営まれる文脈、すなわち時間という枠組みについて考察します。しかし、時間に関する本文を学ぶ前に、時間そのものという主題を検討する必要があります。
時間とは何ですか。
定義：出来事が起こる、測定可能な期間。
なぜ時間はそれほど重要なのでしょうか。
時間そのものが重要なのではなく、いったん過ぎ去ると取り戻すことのできない出来事を測るものだからです（つまり、「時間を止めることはできない」）。
時間はいつ始まり、いつ終わるのでしょうか。
具体的な出来事と変化は創造とともに始まり、それゆえ時間も始まりました。「初めに（時間の）...」(創世記 1:1)。時間が測るもの、また時間を定める器具（惑星、星々）が存在しなくなるとき、時間は終わります。これはイエスが再び来られるときに起こります(ペテロの手紙第二 3:10-11)。
ソロモンは、人の人生が営まれる状況と、人がこの地上で過ごす間に起こる出来事を考察します。彼は、人の人生における出来事（時）は本質的に循環的であり、調べてみると、それ自体が無意味であると結論づけます。
時間への言及とその循環的な性質は、3章の最初の節で確立されています。
何事にも定まった時があります。
- 伝道者の書 3:1
以下の節で、彼は「定められた」時に起こる、14組の相反する出来事に言及します。それらが七の倍数で述べられており、誕生と死で始まっているという事実は重要です。相反する事柄は、これらの出来事の間に起こるすべてのこととともに、重要な人生経験の全範囲を示唆しています（これはMerismと呼ばれる詩的技法です）。
ソロモンは人生における考えられるすべての出来事に言及しているわけではありませんが、彼が言及している事柄と、それらを配列している方法は、時間の中における人生とその経験の全体を伝えることを意図しています。それぞれの「時」にはその意義があり、重要な出来事を記録していますが、これらの総体が人の人生の本質的な意味を構成するわけではありません。
1. 生と死 ― 2節前半
生まれる時、死ぬ時、植える時、収穫の時、
- 伝道者の書 3:2a
人生の始まりと終わり――すべての人生を共通の分母に帰する経験。
2. 更新と変化 ― 2節後半
生まれる時、死ぬ時、植える時、収穫の時、
- 伝道者の書 3:2b
これは、農夫の成長期や、準備、種まき、収穫の周期だけを指すのではなく、私たちの生涯において、成長、発達、学習、古い考えの再考、新しい考えの検討の段階にある時期をも指しています。
3. 破壊と回復 - 3節前半
殺す時、病気が治る時、壊す時、やり直す時、
- 伝道者の書 3:3a
その時代、そのような状況では、個人が家族の一員を殺した者に復讐することができました（血の復讐者 - 民数記 35:6-34）。ソロモンは、この種の正義を行う時があり、また別の時には、回復と癒やしがその日の秩序であったと述べています（例えば、メピボシェテ――ヨナタンの息子で、両足が不自由であり、ダビデの王座の潜在的な相続人であり挑戦者でした）。ダビデ王は、友人ヨナタンへの誓いのゆえに、メピボシェテを助け、彼の生涯にわたって支援を与えました。
4. 取り壊して再建する ― 3節後半
殺す時、病気が治る時、壊す時、やり直す時、
- 伝道者の書 3:3b
建物だけでなく人生も再建し、改築し、現代化する循環。
5. 悲しみと喜び ― 4節前半
泣く時、笑う時、悲しむ時、踊る時、
- 伝道者の書 3:4a
人生は、あれやこれやを生み出す出来事の絶え間ない循環です。私たちは悲しみを避けようとしたり、それを人生における異常なものと見なしたりするために、しばしば自分自身を惨めにし、そこから何も学びません。しかしソロモンは、それが人生の自然な一部であり、それ自身の時と価値を持っていると言っています。
6. 嘆きと踊り ― 4節後半
泣く時、笑う時、悲しむ時、踊る時、
- 伝道者の書 3:4b
再び、人生が私たちを通らせるさまざまな出来事の循環――誕生、死、結婚、離婚、成功、失敗など。
7. 選び、退ける ― 5節前半
石をばらまく時、石をかき集める時、 
抱きしめる時、抱きしめない時、
- 伝道者の書 3:5a
これは、適した建築材料を集める過程を指しているのかもしれません。私たちが職業、友人、住まいなどを選ぶ時もあれば、目の前にあるものを退ける時もある、という考えです。開かれているすべての扉を通り抜けたり、機会のように見えるものをすべて利用したりする必要はありません。新たに始める時があるのと同様に、物事をまとめてその場にとどまる時もあります。
8. 受け入れ、立ち向かう ― 5節後半
石をばらまく時、石をかき集める時、 
抱きしめる時、抱きしめない時、
- 伝道者の書 3:5b
ある時には温かい人間関係と愛に満ちた交わりが求められますが、別の時には対決、戒め、そして対立へと導かれます。
9. 探し求めて、見捨てる ― 6節前半
何かを見つける時、物を失う時、 
大切にしまっておく時、遠くに投げ捨てる時、
- 伝道者の書 3:6a
使命、プロジェクト、または探求において、もはや成功の可能性がないときには、それを認める意志が必要です。一生懸命働いて前進する時もあれば、「これはうまくいかない。あるいは、これは危険を冒す価値がない。あるいは、もはや成功の見込みはない」と言う時もあります。
10. 保つものと捨てるもの ― 6節後半
何かを見つける時、物を失う時、 
大切にしまっておく時、遠くに投げ捨てる時、
- 伝道者の書 3:6b
これは「ガレージセール」の考え方だけを指しているのではなく、私たち自身の考えや状況も指しています。パウロは、「......幼子のことを捨てた」と言っています（コリント人への手紙Ⅰ 13:11-13）。これは、私たちの生活において何が価値あるもので、何が役に立たないものかを整理することを指しています。人生において新しい考え方、状況、目標に適応する必要がある時があります。そして通常、それには、もはや真実ではない、あるいは私たちの感情的・霊的な成長にとってもはや有益ではない態度や信念を手放すことが必要です。
11. 悲しみと解決 ― 7節前半
引き裂く時、修理する時、黙っている時、口を開く時、
- 伝道者の書 3:7a
引き裂くことは、愛する人々、尊厳、健康などを失った悲しみや嘆きを表すために衣服を「引き裂く」という習慣を指しているのかもしれません。引き裂いた衣服を縫うことは、嘆き悲しむ期間が終わったしるしでした。人生において、私たちが最終的にその両方の段階を経験するのは普通のことです。そうしないことは、私たちの感情的な成長を制限します。
12. 沈黙と声を上げること ― 7節後半
引き裂く時、修理する時、黙っている時、口を開く時、
- 伝道者の書 3:7b
懸念を口にし、正しいことのために立ち上がるのが正当な時もありますが、別の時には、黙っていることが最善であり愛のある行動かもしれません。
13. 愛と憎しみ ― 8節前半
愛する時、憎む時、戦う時、和解する時。
- 伝道者の書 3:8a
人生において、私たちは友情、愛、温かさの時を経験する一方で、不正、抑圧、偏見の時期も経験します。
14. 戦争と平和 ― 8節前半
愛する時、憎む時、戦う時、和解する時。
- 伝道者の書 3:8b
再び、この世は紛争と戦争の時期に続いて平和の時期が訪れるという循環を続けています。これらはソロモンの時代にも存在し、時の終わりまで続くでしょう。ある時期から次の時期への唯一の違いは、どちらの時期の激しさと長さです。
主な質問 ― 9節
一生懸命働いたところで、何の益になるでしょう。
- 伝道者の書 3:9
ソロモンは、時間という文脈の中で人間の経験全体を振り返り、これらすべての経験が何を意味するのか、また何につながるのかを見いだそうとします。その答え（暗示されている）は、何の益も目的もないということです。人間の生涯という時間の中で測られた経験の総計は、すべての人に共通する出来事の循環にすぎません（例えば、誰もが生き、死に、愛し、憎むなど）。
主な結論 ― 10～11節
¹⁰ 私はこのことを、神が人間に与えたさまざまの仕事と関連して考えてみました。 ¹¹ あらゆることには、ふさわしい時というものがあります。また神は、人間の心に永遠を思う思いを与えました。しかし、人は神の働きの全体を見ることができないのです。
- 伝道者の書 3:10-11
もし、時の中における人間の経験の総体に何の益もないのなら、いったい何の意味があるのでしょうか。ソロモンが見いだすのは、意味は人間の経験や視点を超えたところにのみ見いだされるということです。時の中における人間の経験は、人間的な文脈の中ではなく、神的な文脈の中でのみ完全に理解されます。言い換えれば、時は永遠という枠組みの中で考えられて初めて意味を持ちます。ソロモンは、永遠の中で時を見つめ、三つの主な結論を導き出します。
1. 神はすべてのものを、その時にふさわしく（美しく―ヘブライ語）造られた。
季節に秩序があるように、私たちの人生にも秩序があります。永遠の観点から見ると、時間の中で起こるすべての出来事や経験は、神の目的のために働いており、その理由によって適切なものです。限られた時間の観点からこれらの出来事を見るときにのみ、それらは混沌としているか、意味のないものとなります。しかし、永遠の視点から見るなら、時間（そして時間の中で起こること）は、ついに意味を持つようになります。
2. 神は私たちの心に永遠を置かれました。
私たちは永遠なる存在のかたちに創造されたため、自分自身の有限性を受け入れることができません。この永遠についての展望が、明日がどうなるのか、あるいは遠く離れた星々がどのようなものなのかについての私たちの好奇心をかき立てます。しかし、明日や宇宙についての私たちの発見は、神への言及なしには、全体に意味を与えることは決してできません。
人生のすべての部分を合わせても、意味のあるものにはなりません。意味を持つためには、時間の外におられる部分、すなわち御方を加えなければなりません。永遠と永遠のいのちに対する私たちの切望は、イエス・キリストに見いだされる御方、その御業、そして救いを発見することによってのみ満たされます。これが、イエスが御自身を昨日も今日も明日もある方だと言われる理由です。時間の創造者であり、時間を超えておられるキリストを受け入れるときにのみ、私たちは永遠とその意味を理解するのです（コロサイ人への手紙 1:15-17）。
3. 私たちは神の御業の全体を知り尽くすことはできません。
私たちの本性には永遠についての感覚が組み込まれており、神は私たちのための究極的な計画（キリストを通しての救い）を明らかにしてくださいますが、それでも私たちは今も、そして永遠に、神よりも小さい存在です。これは、私たちが神を完全に知ることも、神がなさったすべてを知ることも決してないということを意味します。このことは、私たちを直ちに、そして永遠に、何の留保もなく謙遜にさせるはずです。しかし、この謙遜によって、私たちはイエス・キリストに見いだされ、イエス・キリストにおいて経験する自分自身の人生の完全な意味を把握できるようになります（マタイ8:8-13）。
